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○地方公共団体への支援として、要請により緊急的な対応が必要かつ高度な技術力を要する施設
について、地方整備局、国土技術政策総合研究所、土木研究所の職員等で構成する「道路メンテ
ナンス技術集団」による直轄診断を実施。
○診断の結果、診断内容や地域の実情等に応じ、修繕代行事業、大規模修繕・更新事業等を実施。

【直轄診断実施箇所とその後の対応】【全体の流れ】

【平成３０年度 直轄診断実施箇所】

■天大橋（鹿児島県薩摩川内市）

〈地方公共団体〉

点検・診断

〈道路メンテナンス会議〉

現地調査を踏まえ
直轄診断候補箇所の選定

〈国〉

直轄診断実施箇所の選定

直轄診断実施

結果とりまとめ

報告 推薦

報告

修繕代行事業、大規模修繕・更新補助事業等の実施

診断内容、地域の実情等に応じ、

直轄診断について

＜全景＞ ＜直轄診断状況＞

てんたい さつませんだい

直轄診断実施箇所 措置

Ｈ２６
年度

三島大橋（福島県三島町） 修繕代行事業

大渡ダム大橋（高知県仁淀川町） 修繕代行事業

大前橋（群馬県嬬恋村） 大規模修繕・更新補助事業

Ｈ２７
年度

沼尾シェッド（福島県南会津郡下郷町） 修繕代行事業

猿飼橋（奈良県吉野郡十津川村） 修繕代行事業

呼子大橋（佐賀県唐津市呼子町） 修繕代行事業

Ｈ２８
年度

万石橋（秋田県湯沢市） 修繕代行事業

御鉾橋（群馬県神流町） 修繕代行事業

Ｈ２９
年度

音沢橋（富山県黒部市） 修繕代行事業

乙姫大橋（岐阜県中津川市） 修繕代行事業

Ｈ３０
年度

天大橋（鹿児島県薩摩川内市） 修繕代行事業

仁方隧道（広島県呉市） 修繕代行事業

Ｒ１
年度

秩父橋（埼玉県秩父市） －

古川橋（静岡県吉田町） －

■仁方隧道（広島県呉市）
にが た ずいどう くれ
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秩父橋
（埼玉県秩父市）

ちちぶ　ばし

古川橋
（静岡県吉田町）

ふるかわばし

診断箇所　　

-
 
9
6
 
-



-
 
9
7
 
-



溝橋の定期点検実務講習会の開催について（案）

○ 「特定の条件を満足する溝橋の定期点検に関する参考資料」の周知促進を図るため、各都道府
県道路メンテナンス会議主催による現地講習会を開催する。

○実施概要
時 期：今後予定
対象者：国・地公体職員、コンサルタント技術者
場 所：地公体（都道府県）管理の橋梁から各都

道府県内１箇所程度を選定
主 催：各都道府県道路メンテナンス会議（都道

府県単位で開催）
内 容：特定の溝橋の参考資料の座学、現場で

の実演（全３時間程度）

○ 主な説明ポイント
①２名体制による現地点検作業の実施。
②対象となる損傷や部位が限定的であることの
説明（溝橋 ６損傷）。
③近接目視の代用として援用機器の採用。
（画像等の援用など、例えば自撮り棒の活用）
④点検調書はスケッチ程度の損傷図で記録。
⑤前回調書を活用した効率的な点検。

近接目視の代用（自撮り棒）

スケッチ程度の点検調書の損傷図
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令和元年度研修・講習会案内

地方公共団体の技術力向上を図るため、技術講習会の開催等

道路橋梁の合同直営模擬点検【主催：(公財)東京都道路整備保全公社】

１ 日時 令和元年 8月 2日(金)
２ 場所 講義：青梅市役所 議会棟 3階 大会議室

実習：黒沢川 3橋梁（青梅市黒沢一丁目地先）
３ 参加人員 19名

道路メンテナンス研修 【主催：特別区職員研修所(東京国道事務所)】

１ 日時 令和元年11月22日(金)予定
２ 場所 講義：特別区職員研修所 千代田区神田相生町１

実習：荒川河口橋（山側）
３ 参加募集人員 30名

道路メンテナンス講習会【主催：(公財)東京都道路整備保全公社】

１ 日時 令和元年11月29日(金)
２ 場所 講義：橋梁の維持管理

実習：点検実地トレーニング等
３ 参加者 30名程度

橋梁点検講習会【主催：東京都道路メンテナンス会議(相武国道事務所)】

１ 日時 令和元年12月4日(水)予定
２ 場所 講義：昭島市役所の会議室（市民ホール）

実習：拝島橋北側ｶﾙﾊﾞｰﾄ
３ 参加募集人員 約80名

橋梁診断判定会議見学会【主催：東京都道路メンテナンス会議(東京国道事務所)】

１ 日時 令和２年３月頃
２ 場所 東京国道事務所 千代田区九段南１－２－１
３ 参加募集人員 検討中 0
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点検支援技術活用講習会の開催

○地方公共団体の点検支援技術に対する理解を深め、定期点検業務の中での技術の活用方法や
留意点等に関する知見を習得し、自らの定期点検に反映してもらうことを目的に講習会を開催。

○講習会は各県の道路メンテナンス会議を通じて開催。

橋脚を
ドローンで撮影

《実施概要》

時 期：今後予定
対象者：地方公共団体・点検従事者(ｺﾝｻﾙ等)
場 所：地方公共団体が管理する構造物

《講習会での説明内容》

○地方公共団体が定期点検の中で点検支援技
術を円滑に活用できるよう、技術活用の流れ
や留意点等について説明

• 点検支援技術を活用する流れ
（ガイドライン、性能カタログの活用方法等）

• 技術の活用目的の整理、技術の選定方法
• 事前準備（関係機関への届出等）
• 現地調査（実機での調査）
• 成果の活用、点検調書等への記録
• 意見交換

現地調査のイメージ
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